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1人のユーザーが管理者、残りのユーザーを読み取り専用者にする場合

管理者(User1)
できること
・権限設定
・読み取り
・書き込み

読み取り専用者(User2~10)
できること
・読み取りのみ

制限をかけたいフォルダ

ファイルは確認して
ほしいけど、編集、
削除はできないよう

にしたい
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1人のユーザーが管理者、残りのユーザーを読み取り者専用にする場合

• 管理者ユーザーでTRunQにログイン
今回の場合[User1]

• FileStationをクリック
• [フォルダ作成]をクリック
• フォルダ名を決める
• [OK]をクリック

【TRunQブラウザ画面】【操作方法】
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1人のユーザーが管理者、残りのユーザーを読み取り者専用にする場合

• 作成したファイルを右クリック
• [プロパティ]をクリック

【TRunQブラウザ画面】【操作方法】
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1人のユーザーが管理者、残りのユーザーを読み取り者専用にする場合

• [許可]タブをクリック
• ユーザーまたはグループをクリック
• 権限を設定したいユーザーを選択

今回の場合は9名すべてに設定したいので
User2～User10を選択

【TRunQブラウザ画面】【操作方法】
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1人のユーザーが管理者、残りのユーザーを読み取り者専用にする場合

• [種類]は「拒否」を選択
• [適用先]は「すべて」を選択
• 許可項目の[管理][書き込み]

にチェックを入れる
• [OK]をクリック

【TRunQブラウザ画面】【操作方法】

読み取り専用にするため、[管理者権限][書き込み権限]を拒否に設定する
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1人のユーザーが管理者、残りのユーザーを読み取り者専用にする場合

• [このフォルダ、サブフォルダ、
ファイルに適用する]にチェック

• [OK]をクリック

【TRunQブラウザ画面】【操作方法】

読み取り専用ユーザーの設定完了
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【フォルダの追加】

【ファイルの削除】

• User1をログアウト
• User2でログイン
• 作成したファイル内で制限が反映されているか確認

①ファイル閲覧及びダウンロード可能
②フォルダ追加、ファイル削除は不可
警告文が表示され、権限がないことがわかる

①ファイル閲覧及びダウンロード可能

設定項目については次ページ以降で説明

②フォルダ追加、ファイル削除不可
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フォルダ/ファイル作成者（User1） 一般ユーザー（User2~10）

権限設定以外は許可されている全ての項目許可されている

フォルダ/ファイルの作成者が「管理者」となるので、権限設定をする場合は作成者のユーザーIDで行ってください。
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◆管理者権限

・[許可]管理者権限を付与 [拒否]管理者権限を剥奪

[許可]作成ボタンが活性：権限設定可能 [拒否]作成ボタンが非活性：権限設定不可
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◆読み取り権限

・フォルダ内へのアクセス制限
・フォルダ内のファイル閲覧制限

権限設定前

【ブラウザ版】

【エクスプローラー版】

拒否に設定

権限設定後：フォルダ、ファイルの確認ができなくなる
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◆書き込み権限
・ファイルの作成、アップロードを制限
・フォルダの作成を制限

権限設定前：フォルダ、ファイル作成可能

【ブラウザ版】

【エクスプローラー版】

拒否に設定

権限設定後：フォルダ、ファイルのアップロードが不可
※エクスプローラー版はファイルサイズの判定として制限がかかります
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◆削除
フォルダ/ファイルの削除制限

[拒否]フォルダ/ファイルの削除不可

【ブラウザ版】

【エクスプローラー版】
エラーメッセージが表示されず、削除できるように見えるが
データ上は残っているので、リロードで再出現する

権限設定前：フォルダ、ファイル削除可能

権限設定後：削除不可
※エクスプローラー版はエラーメッセージが出ず、見た目は削除できるが、データは消えない

拒否に設定
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項目 種類 許可項目

管理者ユーザー作成 許可 管理（全て）

読み取り専用ユーザー作成
(ファイル/フォルダの閲覧のみ可能)

拒否
管理（全て）

書き込み（全て）

アクセス不可ユーザー作成
（権限設定先へアクセス不可）

拒否
管理（全て）

読み取り（全て）

削除不可ユーザー作成 拒否 書き込み（削除）


